
平 成 2２ 年 度 学 校 経 営 計 画 ～ 共 に 輝 く 自 慢 の 学 校 ～ 神 栖 市 立 波 崎 第 四 中 学 校

め ざ す 生 徒 像 学 校 教 育 目 標 ５ つ の 視 点 努 力 事 項 学 校 評 価（具 体 的 な 施 策） B A 重点

Ⅰ 80％ ○授業力の向上 ① 『みんなで授業プロジェクト』（授業研究・研究協議） 78 6 ◎
本 ① 自ら学び，自ら考
県 え，判断できる生徒 確かな学力を ○基礎・基本の重視と学 ② 家庭学習のシステム化（『努力の壺』プロジェクト） 72 0 ◎
の 習意欲の高揚
教 ② 思いやりの心をも 身につけさせる ③ 体験的な活動・問題解決的な学習・言語活動の充実 17 67 ○
育 ち，協力し合う生徒 ○生徒の活動できる場面
目 教育 を用意する ④ 情報機器の活用，少人数指導，ＴＴ指導等の充実 44 28
標 ③ 心身ともに健全で，

たくましい生徒 ○コンピュータの活用 ⑤ 市「のびコン」への積極的取り組み，基礎基本の徹底 17 72 ◎

・明るくさわやかで， Ⅱ 68％ ○生徒会活動・学級活動 ① 生徒会活動（生徒の手による学校行事等の活性化） 67 22 ◎
礼儀正しい。 等における話し合い活

生 動・表現活動の重視 ② 生徒同士の相談活動の実施（ピアカウンセリング） 17 0 ○
徒 ・行事や部活動などに 豊かな心を
の 熱心に取り組む。 ○道徳の時間の工夫 ③ 人権尊重の言語環境と道徳の授業の重視 72 0 ○
実 はぐくむ教育
態 ・平均的学力は高い。 ④ 日記指導（『時計塔』の活用による生徒との心の交流） 77 11 ○

（ただし、二極化が ○福祉・ボランティア活
見られる） 動の重視 ⑤ 福祉施設や小学校との交流（お世話活動） 44 28 ◎

神 ・宅地化が進み，人口 Ⅲ 88％ ① 登下校指導 (毎日の登下校指導とあいさつ運動） 66 28 ◎
栖 は増加傾向にある。 教 員 評 価
市 地 ○健康安全教育の充実 ② 安全点検の徹底と避難訓練の効果的実施 83 17
の 域 ・保護者の出身地は， 実態・学校評価を生かし 健康や体力を
教 の 全国にまたがる。 ○体力の向上 ③ 体力の向上を目指した体育的行事へ取り組みと運営 72 6 ◎
育 実 組 織 目 標 はぐくむ教育
目 態 ・地域，保護者のつな ○家庭,関係機関との連携 ④ 魅力ある部活動（厳しさと楽しさ・自己肯定感の醸成） 89 0 ◎
標 がりはうすい。

⑤ 保健だより (う歯の治療促進・早寝・早起き・朝ご飯) 72 6

Ⅳ 65％
・元気で，思いやりの ○ＩＣＴ活用の推進 ① 教科指導におけるＩＣＴ活用の推進 44 16 ○

保 ある子 社会の変化に
護 ○自然体験や社会体験等 ② 情報モラル教育の推進 72 0
者 ・目標を持って勉強・ 適切に対応 を重視
の 部活に努力する子 ③ キャリア教育の視点からの教育課程の改善 55 6 ○
願 できる教育 ○系統的なキャリア教育
い ・誰とも仲良く，友達 の推進 ④ １年時からの系統的な進路指導と職場体験活動の充実 61 6 ◎

がたくさんいる子

Ⅴ 79％
○『個に応じた指導計画』 ①『個別の指導計画』の日常的な見直しと指導の充実 56 16

① 生徒一人一人が大 自立と社会参加 に基づいた的確な指導
学 切にされる学びがい ② 週１回の生徒指導特別支援会議（運営委員会）の運用 28 55 ◎
校 のある学校 をめざす ○特支担当者及び全教職
教 ② 職員一人一人が活 員による支援体制 ③ 障害に応じた指導法研修の充実とていねいな就学指導 65 17 ○
育 躍できるやりがいの 特別支援教育 ○保護者から支持される
指 ある学校 特別支援体制づくり ④ 配慮を要する生徒の保護者への支援と連携強化 62 16
導 ③ 地域・保護者の期
方 待に応える頼りがい 81％ ＜学校教育活動の基盤＞
針 のある学校 グ ル ー プ 目 標

①「波四こねっと」の活用と学校ＨＰの日々更新 44 44 ◎
組織としての 連携・協同性

①「安全で，安心な」開かれた学校
② ＰＴＡ活動と部活動保護者会の活性化 72 0 ○

自 己 目 標 ②楽しいＰＴＡ活動（ふれあいと協働）
め ざ す 学 校 像 ③ 地域に開く学校行事（体育祭・文化祭など） 39 44
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① 授業改善・ノート指導
・家庭学習の習慣化を通
し，基礎学力の定着と県
レベル以上の学力を保証
する。

② 好ましい集団活動の基
礎としての，学年学級・
部活動経営に重点を置
き，人間関係づくりと自
己肯定感を育てる。

③ 生徒の抱えている悩み
や不安に積極的かつ共感
的に関わり，希望を持っ
て生活できるように支援
する。


